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[チョウ調査]
チーム１： 2016年7月8日(金)～10日(日)
チーム2： 2016年8月10日(水)～12日(金)

 固有種ニホンイシガメの保全
チーム１： 2016年2月13日(土)～14日(日)
チーム2： 2016年2月20日(土)～21日(日)

 東日本グリーン復興モニタリングプロジェクト
 被災した地域のいきもの調査

日本国内のプログラム
アースウォッチ・ジャパンで募集しているサイエンスボランティアの活動は、実証的な研究活動を行っている研究者とともに野
外調査の現場で行われます。
ボランティアとして環境調査の現場に立ち会い、研究者の話を聞き、実際に調査に加わることで、地球上で起こっている環境
問題を自らの問題として考え、体感することができます。
2016年には、日本国内で、13のプログラムが実施されました。　

[干潟調査]
チーム１： 2016年5月21日(土)～22日(日)
チーム2： 2016年6月4日(土)～5日(日)
チーム3： 2016年6月18日(土)～19日(日)
チーム4： 2016年6月25日(土)～26日(日)
チーム5： 2016年7月22日(金)～24日(日)
チーム6： 2016年8月20日(土)～21日(日)

 八ヶ岳の森の掃除人 ヤスデの調査
チーム1： 2016年5月20日（金）~22日（日）
チーム2： 2016年6月17日（金）~19日（日）
チーム3： 2016年7月2日（土）~3日（日）
チーム4： 2016年9月10日（土）~11日（日）
チーム5： 2016年10月7日（金）~9日（日）

 タナゴの生態調査  外来種の影響を探る
チーム１： 2016年9月10日(土)～11日(日)

 気仙沼・舞根湾に蘇る生き物たちに学ぶ             
モニタリング調査 震災後の海の生態調査

チーム１： 2016年5月14日(土)～15日(日)
チーム2： 2016年7月23日(土)～24日(日)
チーム3： 2016年9月18日(土)～19日(日)
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 海のゆりかご 東京湾のアマモ
チーム１： 2016年6月17日（金）～19（日）

 温暖化と沿岸生態系　

 紀州みなべのアカウミガメ
チーム１： 2016年7月10日（日）～12日(火)
チーム2： 2016年7月14日(木)～16日(土)

 沖縄のサンゴ礁
チーム１： 2016年5月20日(金)～23日(月)
チーム2： 2016年8月19日（金）～22日(月)

調査プログラムのカテゴリー

　　　　　  生態系サービス
　  

　　　　　海洋保全
　　 

　　　　　気候変動

 石垣島白保のサンゴ礁
チーム１： 2016年9月9日（金）～12日(月)　　         種子島のアカウミガメ保全

チーム１： 2016年5月28日（土）～30日（月）
チーム2： 2016年6月25日（土）～27日（月）
チーム3： 2016年7月2日（土）～4日（月）
チーム4： 2016年8月26日（金）～28日（日）

[千葉]
チーム１： 2016年7月1日(金)～3日(日)

[和歌山]
チーム１： 2016年8月20日(土)～21日(日)
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主任研究者 

      　　   
 

  
 

  

Supported by:　公益財団法人松下幸之助記念財団

調査結果

調査の概要
[調査地]　千葉県君津市の小河川

2月　2チーム　15名

固有種ニホンイシガメの保全

小菅 康弘 先生 （こすげ やすひろ）
NPO法人カメネットワークジャパン
代表理事

小林 頼太 先生 （こばやし らいた）
東京環境工科専門学校　教員
新潟大学 朱鷺・自然再生学研究センター 
協働研究員　博士（農学）

鈴木 大 先生 （すずき だい）
九州大学 持続可能な社会のための決断
科学センター　助教
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考察

参加者の声

「カメを探すワクワク感がある反面、カメの生息している川
の汚れがひどかったことに驚きました。またアライグマに襲
われたと思われる怪我をしたカメが多く、こんなにも獣害が
ひどいのかとびっくりしました。」

「夜のレクチャーで、外来種の生息の拡大を防ぐ難しさや、
駆除などの対策の厳しさを教えてもらいました。この調査
は、他の研修などでは決して学べないことばかりでした。」

今後の見通し
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　　気仙沼・舞根湾に蘇る生き物たちに学ぶ 
           モニタリング調査　　震災後の海の生態調査

主任研究者

田中　克 先生　（たなか　まさる）
　　

京都大学名誉教授、舞根森里海研究所 所長

横山　勝英　先生　（よこやま　かつひで）

首都大学東京 都市基盤環境コース 准教授

調査の概要
[調査地]　気仙沼市舞根地区の海上および河口干潟・湿地

5月～9月　3チーム　22名

他の研究者の方 （々五十音順）

遠藤　光 先生 東北大学農学研究科　助教
中山　耕至 先生 京都大学農学研究科　助教
夏池　真史 先生　東京工業大学理工学研究科 博士研究員
福島　慶太郎 先生 首都大学東京都市環境学部 特任助教
益田　玲爾 先生 京都大学フィールド科学教育研究センター　　
　                     准教授
吉永　郁生 先生 鳥取環境大学環境学部 教授

Supported by:　 新日本有限責任監査法人
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参加者の声
「森と海が同時に見える場所で、普段の生活では忘れていた
自然との共存や、食物連鎖などを実感できました。津波被害
の反面、海の環境としてはプランクトンが増えて養殖に好影
響があったというお話を聞けて、今まで考えたことのない視
点で物事を見ることができ、興味深かったです。」

「舞根地区の住民が防潮堤の賛否について、対立構造を作
らずに合意形成をしていったというお話が、物事を考える上
で大切だと思いました」 

「研究者の方は、イシガレイに鱗のない理由や貝毒の原因
はまだわかっていないことなど、ちょっとした質問にも丁寧に
答えてくださり感動しました。」

考察

今後の見通し

調査結果

図　震災湿地と河口域での魚の生活史型別の個体数・種数（京大・中山）
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           東日本グリーン復興モニタリングプロジェクト
           被災した地域のいきもの調査
        （干潟調査）

Supported by:　三井住友銀行 BNPパリバ・グループ 
                    花王株式会社 三菱商事株式会社

42.0 29.8 39.2 51.8 43.3 44.2 平均値±　
標準偏差 

46.5

調査の概要
[調査地]　福島県相馬市（松川浦）／宮城県名取市広浦・仙台市
井土浦／仙台市（蒲生干潟）、亘理町（鳥の海）／ 松島町、 利府町
（松島湾）／塩釜市（浦戸桂島・寒風沢島）／岩手県宮古市（津軽
石川河口）の13地点

5月～8月　6チーム　59名

主任研究者

                

  

  

占部 城太郎 先生 （うらべ じょうたろう）
東北大学 大学院 生命科学研究科 教授

柚原　剛 先生 （ゆはら　たけし）
東北大学 大学院 生命科学研究
科 研究員

牧野 渡 先生 （まきの わたる）
東北大学 大学院 生命科学研究科 助教

金谷　弦 先生 （かなや　げん）
国立環境研究所地域環境センター
海洋環境研究室 NIES特別研究員

鈴木　孝男 先生 （すずき　たかお）
みちのくベントス研究所　所長

図1 出現種群数の経年変化
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考察

参加者の声

「作業に入るまでは、市民の自然教室的なものかと勘違い
をしていました。夜のレクチャーで、我々の作業は研究に貢
献するものであり「ママゴト」ではないと理解しました。」

「生態系のバランスを維持することは、一部の自然愛好者
の問題ではなく、広く地域社会の利益に繋がるかどうかを含
めて、冷静に評価していく必要がある。それとともに、その評
価を上手に発信していくことが必要だと感じました。」

今後の見通し

調査結果

図2 各調査地点による群集構造の経年変化

表1　2016年における干潟生物市民調査手法による出現種数
　　  津軽石川河口、蒲生干潟、鳥の海については、近隣で実施した2回の調査結果を合算した
　　  優占種は全調査者のうち70%以上の人が見つけたもの、普通種は70%未満～10%以上、少数種は10%未満
　　  赤字は2014年に初めて優占種になった種類、青字は3年連続して優占種であった種類
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           東日本グリーン復興モニタリングプロジェクト
           被災した地域のいきもの調査
        （チョウ調査）

主任研究者 調査の概要
[調査地]　桂島、寒風沢島、野々島、朴島

7月～8月　2チーム　17名

Supported by:　三井住友銀行 BNPパリバ・グループ 
                    花王株式会社 三菱商事株式会社

占部 城太郎 先生 （うらべ じょうたろう）
東北大学 大学院 生命科学研究科 教授

河田 雅圭 先生（かわた　まさかど）

東北大学 大学院 生命科学研究科 教授

横山 潤 先生 （よこやま　じゅん）

山形大学 理学部生物学科 教授
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考察
参加者の声
「小さなチョウや虫にも多くの種類があるんだなと感心しま
した。調査の対象であるチョウだけでなく、植物やメダカ、カ
エルなど、人間が自然と共存共栄していることを体感できま
した。」

「憧れのジャコウチョウを初めて見ることができ感動しまし
た。また、ボランティアの中には、チョウのオスとメスを見分
けられる人がいることに驚きました。」 

今後の見通し
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浦戸諸島4島(寒風沢島、桂島、野々島、朴島)における種数と
個体数の変化。
個体数は、1調査 x 調査ポイント数あたりの数、J=7月, A=8月

調査結果
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　　 Supported by:　公益財団法人松下幸之助記念財団

調査結果

調査の概要
[調査地]　南八ヶ岳山麓（山梨県北杜市、長野県南佐久郡南牧     
　　　　  村）の落葉針葉樹林および落葉広葉樹林

5月～10月　5チーム　24名

主任研究者

橋本　みのり 先生　（はしもと みのり）

大東文化大学 環境創造学部 環境創造学科 
専任講師

八ヶ岳の森の掃除人 ヤスデの調査
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参加者の声

「朝5時起きでヤスデの観察に行ったとき、足の踏み場もな
いほどヤスデがいたことに感動しました。また、八年に一度し
か地表に出てこないヤスデのことを解明しようとされている
研究者の地道な活動に感心させられました。」

「夜のレクチャーでは土壌生物についての知識を増やすこ
とができました。それだけでなく、研究者と気楽に生き物や
環境教育について話せたことが良かったです。」 

考察

今後の見通し
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　　　タナゴの生態調査         

主任研究者
角田 裕志 先生　（つのだ　ひろし）

埼玉県環境科学国際センター研究員

満尾 世志人 先生　（みつお　よしと）

新潟大学朱鷺・自然再生学研究センター
准教授

大平 充 先生　（おおひら　みつる）

東京農工大学大学院農学府産官学連携
研究員

図1

調査の概要
[調査地]　岩手県奥州市の農業用ため池および水路

9月　1チーム　4名

Supported by:　公益財団法人松下幸之助記念財団
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調査結果

参加者の声

「1泊2日という短い期間にも関わらず非常に充実していま
した。実際に生き物に触れながら現地の現状を知ることは非
常に良い経験でした。先生方や一緒に参加された方も優し
く、全体的にとても雰囲気の良い調査でした。」

「現地でのタナゴの資源量は悪化をたどっており、その変化
は非常に短い期間に起こっていることを知りました。そこに
は人々の生活の変化や、外来種など様々な要因が複雑に関
わっていることを学びました。」 

写真2 タイリクバラタナゴ

考察

今後の見通し

写真1 タナゴ

写真3 アカヒレタビラ
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　　 沖縄のサンゴ礁                                    Supported by:　三菱商事株式会社

主任研究者

調査の概要
[調査地]　沖縄県瀬底ビーチおよび備瀬のサンゴ礁・海草群落

5月と8月　２チーム　18名

鈴木 款先生 （すずき よしみ）

静岡大学創造科学技術大学院　特任教授
日本サンゴ礁学会会長
アジア・アフリカ環境リーダー
拠点育成プログラムリーダー

カサレト・ベアトリス・エステラ先生

静岡大学グリーン科学技術研究所・
創造科学技術大学院　教授
日本サンゴ礁学会編集幹事・国際連携委員長
国際サンゴ礁学会評議員



19

調査結果と考察

参加者の声
「研究者の方たちが「知りたいこと」「人に伝えたいこと」を
たくさん持っていらっしゃることを強く感じました。鈴木先生
の話された「見える世界から見えない世界を解明する」こと
は実はビジネスにも共通するように思います。」

「最初にレポートを読んで、通説とは全く違う研究事実を知
ってびっくり仰天。また有孔虫のように目にしていても理解し
ていなかった存在を知り世界が広がった。」 

Sequence homology : Chromoprotein 
[Acropora millepora] GFP-like 
chromoprotein [Galaxea

Pink protein

今後の見通し
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　　 種子島のアカウミガメ保全 Supported by:　三菱重工業株式会社

主任研究者

調査の概要
[調査地]　種子島中種子町長浜および南種子町前之浜（産卵）、
　　　　  西之表市伊関（子ガメ）

5月～8月　4チーム　49名

増山 涼子 さん （ますやま りょうこ)
NPO法人 Turtle Crew　理事
西之表市ウミガメ保護監視員

久米 満晴 さん （くめ みつはる）
NPO法人 Turtle Crew　理事長

水野 康次郎 先生 （みずの こうじろう)
奄美.asia　代表
奄美海洋生物研究会　副代表
NPO法人 Turtle Crew　理事

松沢 慶将 先生 （まつざわ よしまさ）
特定非営利活動法人日本ウミガメ協議会　会長
国際ウミガメ学会次期会長
IUCN種の保存委員Marine Turtle
Specialist Group　副議長（東アジア担当）
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調査結果

参加者の声
「様々な文献を読むより、松沢会長や久米さん、水野さんの
現地で実際に経験されている方々のお話は非常に興味深く
説得力もありました。座学の時間もフィールドワークの時間
も、素人の私にも説明、指導とも大変分かり易かったです。」

「すぐ目の前に、歩き始めたアカウミガメの赤ちゃんを初め
て見た時は、こみあげてくるものがありました。また、この調
査がずっと未来へ続いていくものだと想像するとワクワクし
ました。『子ガメは空中におかれると泳ぐ動作をする』と教え
てもらった際、いきものってやっぱりすごいと素直に驚きまし
た。」

「絶滅種保護も大切ですが先ずは『生き物達が住める環境
の保護』を感じました。」

考察

今後の見通し
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主任研究者

日本ウミガメ協議会

鶴田祐士、藤田健登、高柳遥平、小松聖児

みなべウミガメ研究班

尾田賢治、久保隆治、中早大輔、澤井則幸、
前田一樹、江口英作

調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
内

　　
　　 紀州みなべのアカウミガメ                                    Supported by:　日本郵船株式会社

調査の概要
[調査地]　みなべ町千里浜（千里の浜）・岩代浜

7月　2チーム　29名

松沢 慶将 先生 （まつざわ よしまさ）
特定非営利活動法人日本ウミガメ協議会　会長
国際ウミガメ学会次期会長
IUCN種の保存委員Marine Turtle
Specialist Group　副議長（東アジア担当）
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調査結果

参加者の声
「みなべ町の青年団の皆さんの優しさや、一丸となって町興
しをしようとしている活気が凄く伝わってきました。「梅」とい
う盤石な地元産業があることで、ウミガメを観光資源にする
ことなく保全が行われていることが発見でした。」

「松沢先生の説明はとても分かりやすく、素人の質問にも丁
寧にご回答いただき、とても感謝しております。松沢先生の
情熱が周りを動かしているということも強く感じました。」 

「カメが足で砂をかく音がとても力強かったこと。穴掘りに
失敗して一旦海に帰っていっても、何度も産みに来る姿に感
動しました。」

調
査
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
内

考察

今後の見通し
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　　 石垣島白保のサンゴ礁                                    

主任研究者
佐藤　哲 先生 （さとう てつ）

総合地球環境学研究所　教授

上村　真仁 先生 （かみむら まさひと）

筑紫女学園大学現代社会学部現代社会学科
環境共生社会コース　准教授
NPO夏花　理事

竹村　紫苑 先生 （たけむら しおん）

総合地球環境学研究所　プロジェクト研究員

花城　芳藏 さん （はなしろ よしぞう）

NPO法人夏花（なつぱな）　理事長

Supported by:　三菱商事株式会社

調査の概要
[調査地]　石垣島白保のサンゴ礁および農地

9月　1チーム　8名
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考察

参加者の声
「研究者のための調査ではなく、白保の人々に生かしてもら
うように地域に密着した調査をするという一貫した理念が
印象的でした。この調査を経験して、自分の価値観が変わっ
たように感じました。」

「地域の課題を地域の方々とともに焦点化し、その解決に
向けて行動するといった課題解決型のプロジェクトは、どの
地域においても応用可能であると思います。」

「最終日に議論を深めて、調査の成果や課題を検討したこ
とが発見でした。グリーンベルトの調査は2年目で、調査手
法が構築途中だったので、リサーチデザインを形成する場面
に関われたことが良かったです。」

今後の見通し

図1　調査地点の概要
（陸上の赤と緑の線がこれまで植栽されたグリーンベルト。
　赤が今回の調査対象。海上の〇が赤土堆積調査地点）
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　　 海のゆりかご 東京湾のアマモ Supported by:　BNPパリバ・グループ

調査結果

主任研究者

国
内

調査の概要
[調査地]　東京湾富津干潟のアマモ場

6月　1チーム　4名
仲岡 雅裕 先生 （なかおか まさひろ）

北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター 
厚岸臨海実験所 教授

山北 剛久 先生 （やまきた たけひさ）

独立行政法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）
研究員
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考察

今後の見通し

2004    2005    2006    2007    2008    2009   2011    2012    2014    2015     2016

(200m 50m)
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　　 温暖化と沿岸生態系　(和歌山) Supported by:　BNPパリバ・グループ

主任研究者

山本 智子 先生　（やまもと ともこ）

鹿児島大学水産学部
付属海洋資源環境教育研究センター　准教授

調査の概要
[調査地]　和歌山県田辺市の岩礁潮間帯

8月　1チーム　4名
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考察

今後の見通し
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　　 温暖化と沿岸生態系 (千葉)

調査結果

Supported by:　BNPパリバ・グループ

主任研究者

調査の概要
[調査地]　房総半島南部の岩礁潮間帯

7月　1チーム　7名

仲岡 雅裕 先生 （なかおか まさひろ）

北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター 
厚岸臨海実験所 教授
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参加者の声
「地球規模の気候変動の一端を間近に見て知ることがで
きました。今回の調査は、地球規模と目の前にある身近な自
然、100年先の未来と今現在の生活、という壮大であり身近
でもある2日間でした。海辺や磯の生き物が愛おしく思え、
人間も自然の一部であると実感しました。」

「調査地の岩が鋭角にえぐられた様子をみると、波の威力な
のか、あるいは潮の流れや風なのか、何が原因でその形がで
きたのかに興味がわきます。自然のすごさを改めて感じまし
た。資料で読んだだけでは分からないところも、研究者のレ
クチャーではっきりしました。実際に触れることで理解が深
まって行くように思います。」

考察

今後の見通し
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海外のプログラム
海
外

参加者の声
「チームメイトが作ってくれた食事はどれも美味しかったこ
とと、英語があまり喋れないにもかかわらず、チームメイトと
笑い合えた時は、嬉しかったです。」 2月参加 A.T.

オーストラリアの熱帯雨林
Wildlife of Australia's Rainforests

参加者の声
「テント生活だったので地面が固く寝れないことがつらかっ
たのですが、印象に残っているのは森の中で大蛇を捕まえた
ことです。」 2月参加 Y.A.

参加者の声
「珊瑚の調査中に鯨の鳴き声が聞こえてきたことと、電子顕
微鏡で珊瑚に着いている微生物を探したこと、そしてメンバ
ーで料理コンテストをしたことはとても楽しかった。調査内容
や研究テーマに対する意識はとても向上した。」 9月参加 M.Y.

参加者の声
「アメリカシロヅル以外にも様々な鳥を見られたことはとて
も良かった。それらの英語名を知り、覚えられたので、この後
に参加したAmazonの調査で役に立った。防寒対策はそれ
なりにしても強風・寒風が吹き続け、足元は水に浸かってい
る状態だったので、これはそこそこ辛かった。」 3月参加 O.I.

コアラの保全
Conserving Koala Country

グレートバリアリーフのサンゴ礁保全
Recovery of the Great Barrier Reef

テキサス州のアメリカシロヅルと沿岸生息地の保全
Protecting Whooping Cranes and Coastal   
Habitats in Texas
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参加者の声
「予想以上に紫外線が強かったが、調査に参加したクルー
や仲間とのコミュニケーションは、とても楽しく印象に残って
いる。」 7月参加 N.Y.

参加者の声
「飛行機を4便，乗り換えて現地に着きました。私にとっても
ちろん初めて踏み入れた場所です。そこはこれまでに見たこ
との無い世界が広がっていました。その場に広がるリアルな
自然を体全部、五感を通して体感した2週間でした。リアルス
トーリーを経験体験できたことは貴重な学びとなりました。
また、現地のスタッフ、チームのメンバーとも人ネットワーク
ができたことも大きな財産となりました。このような素晴らし
いプロジェクトに参加できとても幸せです。生徒達にリアルス
トーリーを届け、環境について考えたいと思います。」 8月参
加 M.K.

参加者の声
「研究者やスタッフの対応は素晴らしく、食事も美味しかっ
た。偶然、野生のオオカミに遭遇したことも思い出深い。集団
になった時の英会話力を普段から高めておくともっと有意
義なものになったと思う。」 8月参加 M.M.

参加者の声
「オープンサバンナで様々な動物たちが自由に闊歩している
姿は、やはりとても魅力的です。 なお、 Yellow Feverの予防
接種は必要です。」 7月参加 O.I.

カリフォルニアの太陽の下で行うクジラとイルカの調査
Whales and Dolphins under the California Sun

北極圏周辺の気候変動
Climate Change at the Arctic's Edge

カナダの荒野でオオカミと山火事を追跡
Tracking Fire and Wolves through the 
Canadian Rockies

ケニアのライオンー捕食者と獲物の関係
Exploring Lions and Their Prey in Kenya
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参加者の声
「何と言っても、東アフリカの熱帯雨林を体感できたこと。標
高が高いせいか、その中で活動していても体が辛くない。標
高の低いカリマンタンやAmazonの熱帯林では中にいるだ
けで体がしんどかった。中にいて快適な熱帯雨林というのは
初めての経験だった。」 8月参加 O. I.

参加者の声
「みんなで夕食を食べたり、丁度、お誕生日だったので、お祝
いしてもらったことがとても嬉しかったです。ただ、予想して
いたよりかなり寒く、施設には暖房がなかったので、気候に
慣れるのが大変でした。」 8月参加 K.K.

「実際にペンギンの様々な行動を目にすることができたこと
と、ひなの測定の時には直接，ひなに触れることができたこと
は新鮮な驚きでした。私は生物は専門ではありませんが，研
究の仕方や手法にもとても興味がわきました。小学校の授業
や授業研究にすぐに役立つかはわかりませんが，学問的，研
究的にとても面白いと思いました。」 8月参加 Y.H

参加者の声
「素晴らしい経験をさせていただきました。Earthwatchが
どれだけMalawiの野生動物保護に貢献しているか、身にし
みて実感しました。また、周辺地域の方を積極的に採用した
り、近くの村に行って交流したり、野生動物に関する授業、ま
たゴミ拾い推進活動をするなど、地域に密着し、いずれは現
地の人たちで運営できるようにしようとしているシステム自
体に賛同しました。
現地での調査活動は、それほどの英語力は必要ないと感じま
した。私は、もっともっと日本人の方にEarthwatchに参加
いただきたいと思っています。」 8月参加 Y.K.

「ケニアのサバンナともウガンダの熱帯雨林とも異なる
thicketという環境を体験できたことは印象深い。グレートリ
フトバレーのほぼ真只中という地理的環境も興味深かった。
動物たちとの距離もケニアよりずっと近かった。」 9月参加 O.I.

ウガンダの森でチンパンジーを追う
Investigating Threats to Chimps in Uganda

南アフリカのペンギン
South African Penguins

マジェテ野生動物保護区におけるマラウイの動物たち
Animals of Malawi in the Majete Wildlife Reserve
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参加者の声
「最も楽しかったのは何と言ってもAmazonです。ほぼ、50
年来の憧れだったので、ここにさえ来れば、あとは何も要らな
いと思えるほどです。辛かったことは、ジャングルでの調査で
熱気と湿気で頭は面白がっているが体は辛いといっていたこ
とです。」 4月参加 O.I.

参加者の声
「チームメイトが作ってくれた食事はどれも美味しかったこ
と クジラのジャンプを間近で見られたことはとても良かった
のですが、捕鯨について勉強不足で自分の意見が述べられ
なかったことは残念でした。」 8月参加 K.S.

「イルカ、クジラに関することだったので、事前に捕鯨につい
て勉強されていた方に会って話を伺う機会をつくりました。
事前に知識を準備しておく事で夜の討論会でも自分の意見
を言えた気がします。わからないことは、積極的に質問をし、
メンバーともコミュニケーションをとりながら日々すごすこと
ができました。」 8月参加 C.S.

参加者の声
「調査地や周囲の自然環境の素晴らしさ。そこにいるだけで
心地よい。まさかマングローブの稚樹が育っている湿地のす
ぐ隣で宿泊できるとは！」 3月参加 O.I.

「ウミガメを海の中で素手でつかまえるという経験は初めて
で、印象に残っています。」 8月参加 J.K.

「カリブの真っ青な海。日本では決して見れない風景。水泳
のスキルが低いのであまり役に立たなかったと思うが、ウミ
ガメの調査自体は非常に良い体験であったと思っています。」 
8月参加 H.M.

プエルト・リコの熱帯雨林
Puerto Rico's Rainforest

バハマでウミガメを追跡
Tracking Sea Turtles in the Bahamas

リバーボートで探検するアマゾン川
Amazon Riverboat Exploration

参加者の声
「 調 査 地は想 像 以 上に急 斜 面だったり、ぬかるん
でいたりと環 境が 悪く、このような地で実 際に調
査の手伝いを体験することで、熱帯雨林の管理を
持続的に続けて行くには根気と努力が必要なのだ
と言う事を身をもって感じることが出来ました。」 
2015年12月～2016年1月参加 R.K.

コスタリカのクジラとイルカ
Safeguarding Whales and Dolphins in Costa Rica
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イベントの開催

2016年3月26日(土)

第4回　2015年11月15日（日）
「ツシマヤマネコ」

第5回　2016年3月12日（土）
「アカガシラカラスバト」

第6回　2016年9月17日（土）
「横浜市繁殖センター」

2015年11月27日(金)　
「ウガンダの森でチンパンジーを追う」

2015年12月12日(土)
「熱帯雨林の持続的利用と生物多様性」

2016年6月22日(水)
「プエルト･リコの熱帯雨林」
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最優秀賞

優秀賞(2名)

フォトコンテスト2016の結果は、http://earthwatch.jp/events/photocontest2016result.html
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企業・団体との協働

http://earthwatch.jp/pj_oversea/kao_report.html

北米 61人 アジア 32人 アフリカ 16人

気候変動と森のイモムシ 10 ボルネオの雨林と気
候変動 7 南アフリカのペンギン 8

バーネガット湾のキス
イガメ 9 モンゴル大草原の野

生生物 7 ケニア沿岸のマング
ローブ 4

ノバスコシアの哺乳類 8 ベトナムのチョウ 6 ウガンダの森でチンパン
ジーを追う 2

大西洋北西部のサケ 6 スリランカのサル群団 5 ケニアのクロサイ 2

ニューヨーク市の野生
生物 5 インドにおける母と子の

健康管理 2 欧州 12人

オルカ 3 タイでのゾウの知力調査 2 ヨーロッパ・アフリカ間の
ナキドリの渡り 4

アラスカのオットセイ 2 中国浙江省の森林と気
候変動 2 アイスランドとアラスカ

の氷河 2

コククジラの回遊 2 マレーシアの森のコウモリ 1 ヘブリディーズ諸島のク
ジラとイルカ 2

ティートン山脈の鳴禽類 2 中米 10人 モーレイ湾のクジラとイルカ 2

メイン州の島の生態系 2 コスタリカのクジラと
イルカ 6 ドイツライン川流域のビ

ーバー 2

ユカタン半島のサボテ
ンとラン 2 コスタリカの哺乳類 2 豪州 2人

北極圏周辺の気候変動 4 バハマでウミガメを追跡 2 カンガルー島のハリモグ
ラとオオトカゲ 2

サウスカロライナの海面
上昇調査 2 南米 5人

カナダの荒野でオオカミ
と山火事を追跡 4 ブラジルの野生動物と

その回廊 5
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企
業
･団
体
と
の
協
働

2016年対象のプログラム

八ヶ岳の森の掃除人 ヤスデの調査（山梨県八ヶ岳山麓）

タナゴの生態調査（岩手県奥州市）

固有種ニホンイシガメの保全（千葉県君津市）

主な参加者の声

「子ども達は、生き物が大好きです。単に好きだけで終わら
せるだけでなく、観察する術を知った教師が、科学的な視点
を持って生き物を観察・指導すると、子どもたちの目が輝くこ
とが今回の授業実践で証明されたような気がします。これか
らも、科学的な観察体験重視の理科教育に取り組んでいき
たいと思います。」　（小学校教諭）

「研究者の先生方は、研究対象の生き物の現実と出合い、
それと対話し、学びへと高めておられました。だからこそこの
研究が「自分の言葉」として私の心に響いたのではないかと
思うのです。私が今回の授業で「自分の言葉」で語れたかど
うかは分かりません。しかし、私が千葉で出合い、対話し、学
んだことは、これからも私の中で熟成しながら、もっともっと
分かりやすく語れるようにしておきたいなと考えています。」
（小学校教諭）
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「体験活動プログラムとは、東京大学の学部学生が今ま
での生活と異なる文化・価値観に触れるプログラムです。
プログラムを通じて新しい考え方や生活様式を学び、「知
のプロフェッショナル」に必要な基礎力である、自ら新しい
アイディア発想力を生み出す力を身に付けます。
東京大学独自のプログラムとして平成24年度から国内外
問わず実施され、ボランティアなど社会貢献活動、国際交
流、農林水産業・自然体験や地域体験、学内研究室体験な
ど、多様なプログラムで構成されています。」（東京大学の
Webより）

http://earthwatch.jp/pj_oversea/namba-kikin.html

http://earthwatch.jp/pj_oversea/namba-kikin_report.html
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ご支援いただいている企業･団体

（敬称略 五十音順）

アズビル株式会社　　SCSK株式会社　　MS&ADインシュアランス グループ ホールディングス株式会社

カシオ計算機株式会社　　花王株式会社　　新日本有限責任監査法人　　住友生命保険相互会社

住友電気工業株式会社　　住友ベークライト株式会社　　大日本印刷株式会社　　中部土木株式会社

株 式 会 社 坪 野 谷 紙 業 　 　 株 式 会 社 ニコン 　 　 日 揮 株 式 会 社 　 　 日 本 郵 船 株 式 会 社

株式会社日立製作所　　日比谷クリニック　　BNPパリバ・グループ　　公益財団法人松下幸之助記念財団

株式会社三井住友銀行　　三菱鉛筆株式会社　　三菱重工業株式会社　　三菱商事株式会社
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アースウォッチについて

役員構成

プログラム検討委員会
(サイエンス アドバイザリー コミッティー)

会員区分 入会金 年会費 ご寄付 総会議決権

アースウォッチとは
かけがえのない地球。かつてないスピードで悪化を続ける地球環
境。その生物多様性への的確な解決策を探るためには科学的知見
が欠かせません。世界各地の海で、熱帯雨林で、草原で、数多くの研
究者が長く、そして地道な調査に取り組んでいます。

アースウォッチは、このようなフィールドと一般市民をつなぐことに
よって、自然環境や生物の変化に対する認識や理解を深め、持続可
能な環境を維持するための行動に結びつけます。

1971年アメリカ・ボストンで設立された国際環境NGOアースウォ
ッチには、誕生以来、世界中
で情熱的なアースウォッチ・
ファンが生まれ続けていま
す。その最大の理由は、特別
な技術を持たない一般市民
が自発的に野外調査に参加
し、一流の科学者の手ほど
きを受けながら作業を行い、
「地球のいま」を体験できる
という点にあるのでしょう。
アースウォッチは、最前線の
科学(野外調査)の現場と一
般市民をつなぐ、世界最大の
組織なのです。

アースウォッチ・ジャパン
アースウォッチ・ジャパンは、このミッションと活動を日本に広める
ために、1993年にアメリカ、イギリス、オーストラリアに次ぐ4番目
の拠点として発足しました。日本における独自のニーズや現状に沿
って国内の研究者とともにプログラムを開発、最も効果的な方法で
日本の科学者の野外調査を支援し、その調査へボランティアを動
員すると共に、海外プログラムへのボランティア派遣も行っていま

す。
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平成27年度　事業報告書
平成27年10月1日から平成28年9月30日まで

１．事業の成果

２．事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に関する事業

事業報告・会計報告
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平成27年度　活動計算書
平成27年10月1日から平成28年9月30日まで

金　　額

751,000
2,100,000 2,851,000

22,674,000
214,000
724,958

10,000 23,622,958

0
6,300,411 6,300,411

4,286,000
3,503,590

0
0 7,789,590

2,258
214,831 217,089

40,781,048

9,334,775
2,009,167

11,343,942

22,490,521
260,000
550,914
442,634
371,328

1,456,541
520,110

2,208,038
814,882

29,114,968
40,458,910

954,975
205,567

1,160,542

41,323
774,655

82,531
56,366

231,762
238,975

1,425,612
2,586,154

43,045,064

-2,264,016
-2,264,016
25,774,768
23,510,752
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金　　額
円

28,891,958
379,190
709,817

29,980,965

0
29,980,965

3,919,578
15,635

2,535,000
6,470,213

0
6,470,213

23,510,752
25,774,768
-2,264,016

23,510,752
29,980,965

平成27年度　貸借対照表
平成28年9月30日現在
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Mission Statement

To engage people worldwide in scientific field research and
education to promote the understanding and action

necessary for a sustainable environment.

アースウォッチは野外における研究者の科学的な調査や教育と市民をつなぎ

参加した市民が自然環境や生物の変化に対する認識や理解を深め

持続可能な環境のために行動することを促進します。
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認定特定非営利活動法人　アースウォッチ・ジャパン

〒113-8657 東京都文京区弥生 1-1-1 
東京大学大学院農学生命科学研究科 
フードサイエンス棟 4階 
TEL: 03-6686-0300   FAX: 03-6686-0477

info@earthwatch.jp 
http://www.earthwatch.jp 


